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〔研究ノート〕
最近のアフリカ英連邦諸国憲法
一4つの憲法制定一
中　原 精　一
1　はしがき
　アフリカ英連邦諸国は，1979年になってアフリカ人支配の独立国となっ
たジンバブエ（旧ローデシア）をいれて14力国がある。これらの国のうち
ウガンダはアミン政権崩壊後，憲法体制が十分ではないが，その他の国は
漸く近代憲法制度を確立しつつある。なかでもケニアは，1978年ケニアッ
タ大統領の死去にともなって，アフリカ諸国では数少い，憲法手続に従っ
た新大統領の就任があって，アフリカにも漸く憲法政治の芽が育ってきた
ことをうかがわせるものがあった。
　このような状況の中で，この4，5年来，これらの国のうちで4つの新
しい憲法が誕生して注目された。まず第1は，1977年に制定されたタンザ
ニア憲法である。この憲法はこれまで暫定憲法であったものを正式のもの
としたものであるが，そこに盛られているいわゆるアフリカ社会主義の構i
造は，アフリカ諸国憲法でも独自のものである。次に，1979年9月のガー一
ナ憲法，同年10月施行のナイジェリア憲法はいずれも軍事政権から民政移
管された憲法である。両国とも西アフリカでは，かなり民度の高い国であ
り今回の新憲法体制は注目されるところである。残念なことに，ガーナで
は1981年クーデターによって，憲法停止となってしまった。そして最後は
これまで南アフリカ共和国とともに白人支配の人種差別国として，世界的
な注目を集めていたローデシアの独立憲法である。新生国家は1979年にジ
ンバブエという新しい国名で独立し，白人共存のアフリカ人支配国家とし
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て出発することになった。
　本稿では，まず国別に4つの憲法の制定の経過と構成について紹介した
うえで，それぞれの憲法の内容のうち，人権条項と政治のしくみの特性に
ついて，総合的に概観する。
H　憲法制定の経緯
　1．　一党制の強化一タンザニア
　タンザニアは，独立したとき（1961年）から実質的には一党制国家であ
るが，ザンジバルとの連合のためザンジバル革命党を承認し，憲法もその
ために暫定憲法であった。1977年にザンジバルのASPを統合し，　CCM
による一党制が確立されたことを機会に，今回の新憲法制定となった。し
たがって，タンザニア新憲法は暫定憲法と大筋においては変更はないが，
党中心の政治構造が一段と明確になった。タンザニアは，いわゆるアフリ
カ社会主義をニエレレ大統領が唱えて，ウジャマー村の設立によって農村
社会主義の実践に努力している。ニエレレのいう社会主義とは，基本的に
は自助（self・reliance）が根底trこあるもので，このことは憲法制定の決議
の中にも示されている。
　2．第3共和制憲法一ガーナ
　ガーナは，1957年にサハラ以南のアフリカで最初に独立した国である。
しかし，その後1966年に初代大統領エンクルマが失脚して，アンクラを議
長とする国家解放評議会が政権を掌握，憲法を廃止した。1969年には同評
議会議長にアフリファが就任，8月に民政移管が実現，第2共和制が発足
した。首相にはブシアが就任し，共和制憲法が制定された。翌年，アクフ
ォ・アッドが大統領に選ぼれたが1972年のクーデター一一で再び軍事政権とな
った。一昨年漸く民政移管が実施され，6月18日に総選挙，7月8日大統
領選の決選投票が行われて，リマンが大統領となった。ここに第3共和制
が発足すると同時に新憲法も施行された。しかし，前述したように，三度
目のクーデターによって，効力が停止されている。
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　3．連邦制憲法の制定一ナイジェリア
　ナイジェリアは1960年にイギリス植民地から独立し，自治国憲法をもっ
たが，1963年に共和制国家となり独自の憲法を制定した。そして翌年，総
選挙を行いアジキウエが大統領となったが，西部地区の政治が混乱して，
1966年にクーデターによリイロンシによる軍事政権が確立した。その後い
くつかの軍人政権が続いたが，民政移管，新憲法制定を予定する政策が継
承され，オパサンジョ政権下で1963年憲法の改正憲法案が提案されること
となった。そして1978年に連邦制の新憲法が制定され，1978年10月に実施
される運びとなった。
　4．　人種差別の根絶一ジンバブエ
　ジンバブエは，1888年に当時の南ア連邦の首相セシル・ローズによって
植民地化されて以来，南部アフリカにおける白人による人種差別社会とし
て世界の注目を浴びてきた。最近までローデシアといわれていたこの国
は，1961年にイギリスの自治国となったが，1965年の総選挙で白人支配の
まま，独立機運が高まり，ついに1965年11月11日に一方的な独立宣言を行
って，独立憲法を制定した。さらに完全な独立を図るために，1969年6月
20日の国民投票で，Pt　一デシアは共和制となり，11月29日に共和制憲法が
制定された。しかし，このような一連のロ　一一デシアの行動は，世界各国か
らも国家承認を受けることができず，ローデシアは経済的にも政治的にも
孤立化していった。
　その後，10年間ローデシア政府，イギリス政府及び独立運動を展開する
アフリカ人政党との間に，アフリカ人多数派国家として独立するための話
し合いが続けられた。そして遂に1978年にソー・・一ルズベリ協定が調印され，
翌年4月の総選挙でアフリカ人大統領によるジンバブエ・ローデシアが誕
生，さらに1980年4月にジンバブエ共和国として発足した。ここに，イギ
リス植民地の中で続いていた白人支配による差別社会がまた一つ姿を消
し，近代的な憲法が制定されたのである。
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皿　憲法の構成
　アフリカ英連邦諸国の憲法は，1957年に独立したガーナの独立憲法を除
いては，例外なくすべて長文である。今回の4つの憲法ももちろんその例
外ではない。
　タソダニア憲法は10章95条と3つの附則で構成されている。さらに冒頭
には憲法制定にあたっての決議文が付されている。その内容は社会主義社
会であること，基本的人権の宣言，社会主義社会における人民の義務につ
いて述べている。本文第1章ではタンザニアが連邦共和制国で，ザンジバ
ルのASPを統合して革命党としてのCCMが唯一の政党であることを
宣言した。ザソジバルにはなお自治政府を認めてはいるが，権限は大幅に
縮小されている。第2章から第5章までは，大統領，国会及び裁判所の組
織と権能に関する規定である。第6章は大統領を除く，すべての公職者，
党の指導者に対する常設調査委員会と指導者綱領委員会に関する規定であ
る。第7章以下は財政，自衛隊，選挙管理委員会及び補助となっている。
　ガーナ憲法は26章217条と2つの附則で構成されている。ガーナ憲法は
その内容がバラエティに富んでいる。第1章から第4章までは，憲法の最
高法規性，領土，国政の原理などの総則的条項である。第5，6章は市民
権と基本的人権条項，第7章は選挙に関する規定となっている。第8章か
ら第13章までは国政機関に関する条項であるが，第11章のオンブズマン制
度は，すでに第2共和制憲法で採用していたものである。第14章から第18
章までは公務委員会，刑務委員会，軍隊，警察など公的機関の人事，職務
に関する条項となっている。19条，20条は地方制度であるが，部族社会で
あるガーナでは，族長の権限を無視できない。第21章は土地，第22章の報
道委員会は報道に関する憲法規定として，比較法的にも珍らしい規定であ
る。第23，24条はタンザニア憲法と同じく公職にあるものの調査委員会及
び公務員綱領を定めている。これも自由主義憲法としては珍らしい条項で
ある。第25章憲法改正，第26章補則となっている。
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　ナイジェリア憲法は簡単な前文があって，8章279条及び6つの附則で
構成されている。第1章は一般条項と題して，憲法の最高法規性，連邦
制，共和国の権限の所在，憲法改正手続，国教の禁止などの諸規定をおい
ている。憲法の最高法規性条項（1条）は，連邦裁判所の違憲審査権（259
条）の根拠規定となっている。第2章は国家政策の基本義務と指導原理と
題して，国策の各種方針，マスメディアの義務，国民道徳の実践など，い
わぽ政治・社会における倫理条項である。第3，4章は市民権と基本的人
権の保障規定である。第5，6，7章は国政機関の条項であり，第8章は連
邦首都圏条項と補則になっている。
　ジン・ミブエ憲法は12章114条と6つの附則で構成されている。第1章で
は，ジンバブエが共和制の主権国家であることの宣言，国の紋章及び憲法
の最高法規性の宣言などを規定している。第2，3章は市民権と基本的人
権の保障規定である。第4章から第8章までの間に大統領，国会，行政
府，公務及び刑務委員会として司法機関などの政治機構についての規定と
なっている。このあと，第9章以下警察，自衛隊，財政そして補則となっ
ている。
】V　ヨーロッパ人権条約の継受
　アフリカ英連邦諸国で最初に独立したガーナの第1共和制憲法には，人
権保障規定を欠いていた。これらの憲法でまとまった人権規定を採用する
ようになったのは，1960年に制定されたナイジェリアの憲法からである。
そして，その内容は1953年に発効したヨーロッパ人権条約を模倣したもの
であった。内容的に直輸入といってよい。しかも，ヨーロッパ人権条約
は，全編が自由権のみで構成されており，社会権，参政権を欠いているの
で，アブリカ諸国憲法にも社会権，参政権を欠くこととなった。ヨーロッ
パ人権条約に社会権を欠いた理由は，この条約制定にあたって，社会権の
内容は個々の国家の政策上の問題であるとして，これを削除したことによ
るからである。アフリカの国々が開発途上国であり，国民の最低限の生活
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保障を最も強く保障されるべき国々であるにかかわらず，社会権の保障規
定が存しないことは，奇異の感を免れ得ないのであるが，以上の次第でア
　フリカ諸国の憲法は社会保障，社会福祉の問題を一切立法政策にまかせた
形となったのである。
　今回の4つの憲法のうち，ガーナとジンバブエの憲法はこの伝統を最も
忠実に踏襲している。例えばジンバブエ憲法の例でこれをみると，第3章
が権利の宣言となっているがその内容は基本権の総則規定（11条），生命
の権利（12条），個人の自由（13条），奴隷及び強制労働の禁止（14条），
非人道的な契約の無効（15条），私有財産の保障（16条），恣意的な捜索，
侵入の禁止（17条），刑事手続上の人権（18条），良心の自由（19条），表
現の自由（20条），集会・結社の自由（21条），差別の禁止（22条），保護
条項の効力（23条），緊急時の人権（24条），解釈とその他の救済事項（25
条）となっている。
　ナイジェリア憲法は右の規定を多少アレンジしているが内容的にはほと
んど同じである。ただ，ナイジェリアでは憲法の保障する人権侵害に対する
補償請求訴訟は，州の高等裁判所に管轄権があることを定めている（42条）。
　タンザニアでは暫定憲法制定のとき，権利宣言の形式的保障はかえって
司法と立法とが衝突するだけであり，したがって人権条項によって法の支
配が十分憲法によって留保されるとはいえないとして，人権条項を採用し
なかった。新憲法にも人権条項はない。しかし「憲法の基礎に関する憲法
決議」の中で，平等権，人格権，生命・自由・財産権の保障，礼拝・意見
．の表明・旅行・集会などの自由，労働に対する正当な報酬を受ける権利の
保障などを宣言し，一方，社会主義社会の国民として法律遵守，労働の義
務などについて宣言している。
V　民主的な政治機構への模索
1．　国会一二院制への復帰
アフリカ英連邦諸国は，イギリスの植民地時代に立法評議会という立法
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機関があった。当初はもちろん白人のみで構成されていたが，民族主義の
昂揚期に入ってアフリカ人がこれに参加するようになり，独立直前には，
選挙によるアフリカ人議員が多数を占めるようになっていた。この立法評
議会が独立後に，それぞれの国の国会に衣替えをして今日に至っている。
独立当初これらの国はほとんど二院制を採用し，ウエストミンスター体制
によって，イギリス女王が，共和制になってからは大統領がかわって議会
の構成員となり，さらに一党制の採用により一院制となり国会は国民議会
と大統領で構成されているのが一般的であった。
　ところで今回の4つの憲法では，タンザニアのみがこのシステムを踏襲
し，他は二院制で大統領と国会を分離している。ガーナ，ナイジェリア，
ジンバブエの上院はそれぞれ個性的である。
　ガーナの上院は国務院といい，大統領，最高裁長官，国会議長，参謀本
部長官，警察長官，ガーナ銀行総裁，大学副学長，内閣官房長，公務委員
会委員長のうちから議会の承認により，大統領の任命する5名以内のも
の，職業団体からえらぼれ議会の承認により大統領の任命したもの（8名
以内），一般市民のうち議会の承認により大統領の任命したもの（12名以
内）及び国家首長院長などによって構i成されている（106条）。国務院は常
時機能するのではなく，問題のある法案について，議会から送付されたも
のについてだけ審議する（107条）。通常法案は下院で可決されると，議長
から国家評議会に送付され，そこで承認を得た上で大統領が公布すること
になっている。ここになお革命政権時代の政治運営の影響がみられる。
　ナイジェリアの上院は，連邦制をとっている結果である。ナイジェリア
は19州に分けられた連邦国家であるが，各州を5つの小選挙区に分け，各
州5名つつの上院議員を選出するから全員で95名である（44条，46条）。
法案は両院が可決しなければ廃案となる（54条（2＞）。両院が可決すると30日
以内に大統領の承認を経て公布される（同（4））。大統領が承認を与えない
場合は，再び両院で3分の2の多数で可決すれぽ法律となる（同条（5））。
予算に関して，両院の議決が一致しないときは，両院合同予算委で審議し，
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それでも意見の一致をみないときは，両院合同会議にはかって可決される
（55条）。
　ジンバブエの上院は，アフリカ人と白人との間及び部族間の協調の必要
性から設けられた。またこの憲法の立案にはイギリスの政治制度に慣れて
いる白人が参加したことも二院制が採用されたことの理由でもあろう。上
院の員数は40名である。その内訳は，一般選挙人名簿による選出議員（ア
フリカ人）14名，白人選挙人名簿による選出議員10名のほか，マショナラ
ンド，マタベレランドなどそれぞれの部族の族長間の選挙によって選らぼ
れた族長10名及び内閣総理大臣の助言により，大統領が任命する6名であ
る。
　タンザニアが一院制を採用しているのは，社会主義を標榜する一党制国
家であることによる。したがって，CCMと議会とは一体となっており，
議員のうち約半数の106名については党の国家行動委員会が候補者をえら
んで選挙することになっているー（27条）。候補者は各選挙区から2名なの
で，いわば選択投票である。そのほかは，地方長官（すべて党員20名），
大統領が任命するもの（30名），議会が選任するもの（40名），ザンジバル
革命評議会選出のもの（32名以上）などとなっている。タンザニアを除い
て，他の3国の下院は普通選挙制によって選出された議員で構成される。
ただし，ジンバブエの場合は，なお白人権益が保護されているため，アフ
リカ人選挙人名簿と白人選挙人名簿とに区別されてており，議員100名の
うち80名をアフリカ人から，20名を白人から選出することになっている
（38条）。100％アフリカ人支配になりきれないジンバブエの政治的経済的
事情を反映したものである。
　2．　大統領・内閣一ウエストミンスター体制からの脱皮
　アフリカ諸国は，全体に行政優位の政治機構をもっている。その理由の
1つは，アフリカ諸国の経済構造による。開発途上国としての経済政策を
推進するには，行政の強力な中央集権構造を必要とするからである。
　特に大統領に権限が集中し，指導者国家としての性格が強い。英連邦諸
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国の場合には，ウエストミンスター体制の継受により，大統領が同時に議
会の構成員でもあったから，その権限は絶対的であった。このため，独立
当初の指導者がカリスマ的存在となり；今日でもなお強力な独裁的権限を
有している国が多い。これらの大統領は憲法上は一応国民の選挙によって
選出されることになっているが，手続的には党や議会が選出した候補者に
対する信任投票となっている。タンザニアのニエレレ大統領は，その典型
的な大統領の1人である。
　タンザニアの場合は，強力な一党制とニエレレのカリスマ性が伝統的な
指導者国家的大統領制を行政府の基本としているが，他の3国の場合は大
分事情がちがっている。まず，ガーナとナイジェリアはクーデターによ
り，独立当初の指導者が姿を消してしまい，しかも大統領を議会の構成員
とするウエストミンスター体制の継受は，必ずしも成果があがらなかった
ことを反省して，大統領と議会を分離するという，ウエストミンスター体
制からの脱皮現象が起きている。そして，その結果がガーナとナイジェリ
アではアメリカの大統領制に近づける努力がはらわれている。したがっ
て，大統領選出は国民の直接選挙による。ガーナの場合は投票の50％以上
を得たものが大統領となる。50％以上の得票老がいない場合には第2回の
選挙を行い，上位2人を選らんで決選投票によって大統領を選らぶ。それ
でも同数の場合には議会の秘密投票によって決する（50条）。ナイジェリ
アの場合は35才以上の国民の立候補者について選挙を行い，最も多い得票
があり，各州の3分の2の州においてそれぞれ4分の1の得票を得たもの
を大統領とする。該当者がいなけれぽ，選挙が繰り返えされる（122条以
下）。
　大統領のもとに内閣が組織されるが，4力国とも少しつつ構造を異にし
ている。アフリカにおける伝統的な内閣制度は大統領が国会議員から大臣
を任命し，大統領，副大統領及び大臣で構成する大臣会議＝内閣が行政を
担当する。首相も任命されるが，ほとんど大統領の独裁体制である。タン
ザニアはこの伝統にしたがっている（第3章第1項）。ガーナでは，大臣
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は議会議員になれる資格を有するもののなかから，議会の承認により大統
領が任命する。大臣となった議会議員は辞職する（65条）。こうして議会
と内閣の分立をはかっている。ナイジェリアの場合も大臣たちは若干の例
（135条）を除いて，議会に関係なく大統領の直接任命による（135条（1））。
ただし，ガーナの場合には議会が各大臣を3分の2の賛成で不信任決議す
ることができる（69条）とし，ナイジェリア場合には重要事項の説明のた
めに，議会や州議会に大統領や大臣が出席することができることとなって
いる（63条）。ここにアメリカ大統領制と議院内閣制との調和をはかろう
とする意図がある。
　ジンバブエの場合は，むしろ議院内閣制を徹底させ，大統領の権限を儀
礼化しようとしている点で，これまでのアフリカ諸国にみられない新しい
傾向をみせている。ジンバブエでは大統領は議会が選出することとした
（28条）。内閣総理大臣は議員のなかから議会の過半数の賛成を得て大統
領が任命し，他の国務大臣は内閣総理大臣の助言を得て，議員のなかか
ら，大統領が任命する（69条（1）（a），（b））。この場合の大統領の任命行為は
儀礼的なものである。こうして大統領をできるかぎり儀礼的権能を有する
機関にとどめ，行政の実権は内閣総理大臣の統卒する内閣にあるものとし
た。ここに，他の国とはちがった議院内閣制が確立された。したがって，
内閣は議会によって不信任される。ただし，内閣の信任が下院で否決さ
れ，内閣総理大臣が3日以内に辞職をしないときは，大統領が内閣総理大
臣を解任するか，議会を解散する，いわゆる調整権能を行使する（70条）。
　3．　司法一違憲審査機関として位置づけ
　かつてイギリス植民地の裁判は，現住民裁判所と白人の訴訟を扱う裁判
所とは別建てとなっていた。白人裁判所はイギリスの枢密院までの上訴権
が認められていたが，現住民の裁判は1審限りであった。植民地から独立
国になった当初も，しばらくは2本建てのままの国もあった。しかし，共
和制になってからは，枢密院への上訴の道が消滅すると同時に国内で終審
の上級裁判所（国によって高等裁判所，上告裁判所，最高裁判所など名称
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はさまざまである）を設置し，2本建ても廃止した。さらに，アフリカ人
裁判官，弁護士の養成に努力し，現在では白人裁判官はほとんど姿を消し
ている。最近は，植民地時代からの判例を整理して判例集の作成も始めら
れるようになっている。司法制度のさらに新しい傾向はジンバブエを除い
て，憲法が裁判所に違憲審査機関としての役割をもたせようとしている点
である。
　タンザニアでは15名以上の裁判官で構成する高等裁判所とその他の下級
裁判所で構i成される（60，61条）。下級裁判所が憲法判断をした場合には，
5人以Eの高等裁判所裁判官で構成する高等裁判所特別法廷で審理される
ことになっている（68条2項）。ガーナでは最高裁判所，上告裁判所，高
等裁判所のほか，法律で定められている下級裁判所及び慣習法裁判所があ
る（114条（5））。最高裁判所はこの憲法ではじめて設置された裁判所で，国
会の承認をえて大統領の任命する6人の判事で構成する（115条〔1））。最高
裁判所は一般の上訴機関であると同時に違憲審査機関である（2条）。ナ
イジェリアでは，最高裁判所，連邦上告裁判所，最高裁判所，州裁判所及
び法律の定める下級裁判所がある（6条）。最高裁判所は上院の承認をえ
て大統領の任命する長官と，司法公務委員会の助言をえて大統領が任命す
るその他の裁判官で構成される（211条（1），（2））。最高裁判所は，軍政時代
から憲法布告の違憲判断をして軍事政権と対立するなど，司法権確立に努
力してきた。
　ジンバブエは，高等裁判所と下級裁判所で構成される。高等裁判所は上
告部と一般部に分かれており，上告部は憲法や法律の定める特定事項のみ
を管轄し（80条（1＞），一般部は下級審からの上訴裁判所である（81条（2））。
高等裁判所の長官は内閣総理大臣の助言で大統領が任命し（84条（1）），そ
の他の裁判官は司法公務委員会の助言で大統領が任命する（84条②）。ジ
ンバブエは法案が下院から上院におくられる段階で上院法務委員会が法
案の審査をする制度を設けているので（37条），裁判所の違憲審査権はな
いo
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　4．　地方制度一部族社会との調和
　アフリカは部族社会といわれる。部族（tribe）とは共通の文化をもつ，
伝統的集団といえるが，奴隷貿易から植民地時代にかけて，白人によって
部族の抗争が人為的につくられて以来，今日でも部族の対立がきびしい国
が多い。ただ最近では都市化がすすむにつれて，部族社会にも変化があら
われつつある。それでも中央政府は地方制度を確立するにあたって，部族
を無視するわけにはいかない。
　部族社会を憲法上国政に同化させようとする国もある。タンザニアとナ
イジェリアはその努力をはらっているといってよい。タンザニアは社会主
義社会をめざして共同農場制（ウジャマー村）を採用しているが，地方
制度も全国を20の地方に分け，それぞれの地方ではCCMの党地方書記
官が地方長官となって行政にあたっている（19，20条）。他の憲法には必
ず規定されている部族，族長の役割はタンザニアの場合には一切定められ
ていない。ナイジェリアの場合は前述したように大部族間（たとえぽハウ
サ族とイボ族との間で争われたビアフラ戦争），大部族と小部族との間
の抗争が多い国である。そこで，連邦制の採用や族長を連邦政府の上院に
参加させることで協調をはかっている。連邦制は19の州と首都地区に分れ
（2，3条），平均すると1州の面積はわが国の九州と山口県とを併せたく
らいの広さである。これらの州は連邦政府と独立して，州議会と州知事，
州裁判所によって運用されている。ガーナはアシャンティなど9つの地方
に分けられ，それぞれに地方評議会があり，その議長は大統領の任命する
国務大臣があたることになっている（185，186条）。ガーナは特に地方の
部族社会が強力なので，そのための憲法制度がある。首長制がそれであ
る。この制度は部族長によって構成される国家首長院と国家首長審判院と
があって，国政レベルで部族の権益を保護することにしている（第19章）。
ジンバブエは，部族を支配する族長を法律にもとついて大統領が任命する
ことにし（111条（1）），任命にあたっては，部族の慣習を尊重する（同条
②）。ジンバブエはローデシア時代に白人による，いわゆるアパルトヘイ
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ト政策のため，限られた居留地に住んでいたが，独立後これらの土地は部
族信託土地として，部族権益の本拠となった。憲法はこれら部族信託土地
を基準に族長を選出し，族長会議の設置を定めている（同条（3））。
　5．　むすび一憲法政治近代化への努力
　本稿はいわぽ研究ノートと呼ぶべきもので，アフリカ憲法の研究素材と
して，4つの憲法の概略を紹介したものである。
　ガーナの憲法は停止されているが，比較法的に重要な憲法であるから，
そのまま紹介することにした。
　アフリカ諸国の憲法体制は，アフリカ植民地が独立をはじめた1960年代
からみると，かなり多様化してきている。とくに1970年代後半は社会主義
国家への指向が強く，憲法もそのような憲法が増加した（現在社会主義憲
法をもつ国がアンゴラなどをはじめ10余力国にのぼっている）。しかし，
英連邦諸国ではタンザニアが社会主義国を標榜している以外はすべて自由
主義国家である。
　4つの憲法を比較してみると，タンザニアだけが他の3国と比べて異質
の感がある。それは，タンザニアが社会主義を唱えているということもあ
るが，それよりもニエレレ大統領のカリスマ性による独裁的指導者国家体
制という世代交替のないことの方が大きいかもしれない。他の3国はクー
デターと80年代での独立ということで，60年代憲法の基本であったウエス
トミンスター体制を放棄して議会制の強化，大統領と議会との分離による
憲法政治の近代化へ努力している。
　部族の対立抗争は，アフリカ社会の近代化をおくらせる重石となってい
る。憲法にもその影響をみることができる。ジンバブエはアフリカ人支配
となったもっとも新しい国である。しかし，独立の経緯から白人権益を保
護するいくつかの憲法上の制度がある。選挙の際の二重選挙人名簿もその
1つである。かつては，白人に有利な二重選挙人名簿制が今日では逆転し
ていることは時代の流れを感じさせるものがある。
　アフリカはまだ試行社会である。憲法にもそのような新しい試みを発見
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することができる。たとえぽ，ガーナとジンバブエの憲法ではオンブズマ
ンの制度を定めている。実際の運用の成果はこれからのものであるが，最
近の世界の傾向を憲法の中にこのように摂取しているその意欲は評価され
なけれぽならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
（注）憲法正文の出典として，タンザニアとナイジェリア憲法は，いずれもCon・
　　stitutions　of　the　countries　of　the　world，　Oceana　Publications，　Inc，，にょ
　　り，ガー一ナ憲法はガーナ公文書A．ERC．D．24．により，そしてジンバブエ
　　憲法はStatutory　Instruments，1979　No．1600，　HMSO，1979．によった。な
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